
　

一
般
会
計
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
対
す

る
質
疑
応
答
の
内
容
を
、
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

議 案 審 議

　
当
初
予
算
の
県
補
助
金
の

特
別
調
整
交
付
金
、
震
災
特

例
分
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
急
激
な
保
険
税
負
担
金

増
を
緩
和
す
る
た
め
、
予
備

費
、
基
金
を
繰
入
し
軽
減
を

　
最
も
負
担
の
重
い
国
保
税
。

自
治
体
が
で
き
る
こ
と
は
、

住
民
負
担
を
軽
く
し
て
、
納

め
や
す
く
す
る
こ
と
。
今
年

の
保
険
税
は
、
基
金
か
ら
５

０
０
万
円
の
取
り
崩
し
を
し

て
も
標
準
家
庭
（
所
得
が
２

０
０
万
円
）
で
13
・
28
％
の

値
上
げ
。
物
価
高
騰
の
折
、

こ
の
値
上
げ
額
は
大
き
い
の

で
は
な
い
か
。
基
金
繰
入
の

増
額
、
予
備
費
の
投
入
は
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

平
田
村
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
平
田
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

高
橋
七
重
議
員

問

住
民
課
長

答

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

議
　
案
　
審
　
議

高
橋
七
重
議
員

　
核
と
な
る
直
売
所
は
今
ま

で
と
違
っ
た
も
の
に
し
な
い

と
意
味
が
な
い
。
検
討
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
広
く
住

民
か
ら
募
る
、
ま
た
は
、
専

門
家
な
ど
広
く
意
見
を
い
た

だ
け
る
よ
う
な
も
の
に
す
べ

き
。
直
売
所
の
売
り
場
面
積

や
食
堂
は
今
ま
で
と
同
じ
か
。

再
問

企
画
商
工
課
長

　
内
容
の
充
実
は
必
要
。
作

業
部
会
、
専
門
部
会
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
精
査
し
な
が

ら
協
議
を
し
て
い
く
。

再
答

図
っ
た
。

　
し
か
し
結
果
は
、
前
年
度

の
一
人
当
た
り
の
保
険
税
額

９
万
６
，
４
１
８
円
と
比
較

す
る
と
、
４
，
９
８
４
円
の

引
き
上
げ
と
な
っ
た
。

　
そ
の
背
景
に
は
、
本
村
の

医
療
費
指
数
が
高
い
こ
と
。

ま
た
、
所
得
水
準
が
低
く
、

被
保
険
者
の
減
少
で
、
一
人

当
た
り
に
換
算
し
た
医
療
分

が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
入

れ
は
、
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

お
そ
れ
、
活
用
す
る
こ
と
を

し
な
い
。
こ
れ
は
住
民
の
立

場
に
立
っ
た
算
定
と
は
思
え

な
い
。
ま
た
、
加
入
す
る
保

険
が
違
う
だ
け
で
、
大
き
な

格
差
が
生
じ
る
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
は
、
国
県
へ
格

差
解
消
を
要
望
す
る
こ
と
を

付
け
加
え
、
条
例
改
正
に
は

討
　
　
論

討
　
　
論

高
橋
七
重
議
員

反
対
反
対

　
医
療
費
の
抑
制
が
見
通
せ

な
い
現
状
で
、
基
金
の
取
り

崩
し
は
安
易
に
行
う
べ
き
で

は
な
い
。
ま
た
、
国
保
加
入

者
の
割
合
が
４
分
の
１
程
度

の
国
保
会
計
に
、
一
般
会
計

か
ら
予
備
費
を
投
入
す
る
こ

と
は
利
益
を
公
平
に
享
受
す

る
観
点
か
ら
疑
問
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
公
営
企
業
の
原
則

は
、
経
営
に
要
す
る
経
費
は

経
営
に
伴
う
収
入
で
賄
う
と

い
う
独
立
採
算
制
を
求
め
て

い
る
。
今
後
の
健
全
な
運
営

に
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

賛
成
。

遠
藤
正
彦
議
員

賛
成
賛
成

　
道
の
駅
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
関
し
て
。

①
　「
基
本
構
想
」
に
関
す
る

　
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ど

　
の
よ
う
な
意
見
・
考
え
が

　
出
た
の
か
。

②
　
現
「
道
の
駅
」
に
「
防

　
災
の
機
能
」
を
追
加
し
、

　
移
転
で
は
な
く
拡
大
整
備

高
橋
七
重
議
員

問

　
計
画
と
し
て
の
検
討
は
し

　
た
の
か
。

③
　
新
し
い
道
の
駅
の
目
指

　
す
と
こ
ろ
は
何
か
。

④
　
基
本
設
計
に
は
、
村
が

　
主
体
の
事
業
内
容
が
記
載

　
さ
れ
て
い
る
が
、
全
事
業

　
を
整
備
す
る
の
か
。

①
　
渋
滞
緩
和
、
道
の
駅
を

　
核
と
し
た
道
路
整
備
、
住

　
民
の
利
便
性
向
上
、
周
辺

　
自
治
体
か
ら
の
利
用
者
増

　
加
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

②
　
現
在
の
道
の
駅
を
基
点

　
と
し
、
北
側
、
西
側
へ
の

　
拡
張
を
検
討
し
た
際
、
課

　
題
を
す
べ
て
解
消
で
き
な

　
い
。
よ
っ
て
、「
広
域
防
災

　
拠
点
」
と
し
て
の
機
能
強

　
化
も
図
る
観
点
か
ら
移
転

　
を
前
提
と
し
た
。

③
　
観
光
や
防
災
を
含
む
広

　
域
的
な
道
の
駅
整
備
が
本

　
村
に
と
っ
て
地
方
創
生
の

　
一
端
を
担
い
、
道
の
駅
同

　
士
や
企
業
、
道
路
関
係
団

　
体
と
の
連
携
を
拡
大
す
る

　
こ
と
で
地
域
経
営
の
拠
点

　
と
し
て
の
力
を
高
め
る
。

　
ま
た
、
地
域
課
題
解
決
の

　
役
割
も
期
待
さ
れ
る
道
の

企
画
商
工
課
長

答

　
駅
の
「
地
域
振
興
拠
点
」

　
と
し
て
、
新
た
な
魅
力
を

　
持
つ
地
域
づ
く
り
へ
の
貢

　
献
を
目
指
し
て
い
く
。

④
　
事
業
内
容
は
、
あ
く
ま

　
で
例
と
し
て
記
載
し
た
。

　
今
後
の
構
想
、
計
画
作
成

　
時
に
は
、
ご
意
見
を
い
た

　
だ
き
な
が
ら
内
容
充
実
に

　
努
め
て
い
く
。

　
内
部
の
人
間
だ
け
の
意
見

で
、
住
民
に
賛
同
を
得
ら
れ

る
作
り
に
な
る
の
か
。

高
橋
七
重
議
員

再
々
問

　
部
会
で
は
、
新
た
な
六
次

化
商
品
の
開
発
、
加
工
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。
六
次
化
実
践
者
の
人
材

育
成
、
農
業
の
担
い
手
の
育

成
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え

た
商
品
の
開
発
を
し
な
が
ら

本
村
の
農
産
物
の
魅
力
創
出

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

行
く
た
め
に
並
行
し
て
検
討

し
て
い
く
。

産
業
建
設
課
長

再
々
答

反
対
。

　
道
の
駅
ひ
ら
た
再
整
備
計

画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
説

明
会
は
６
月
中
旬
～
下
旬
だ

が
、
そ
の
前
に
地
権
者
の
内

諾
を
と
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

三
本
松
和
美
議
員

問　
用
地
取
得
に
至
っ
て
は
、

企
画
商
工
課
長

答
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議 案 審 議

　
場
所
は
ど
こ
か
。
ま
た
、

税
控
除
は
、
土
地
収
用
法
の

中
で
県
と
協
議
し
て
了
解
を

も
ら
う
。
そ
し
て
、
同
時
に

申
請
を
し
て
県
が
了
解
を
出

し
て
認
定
す
れ
ば
、
税
務
署

は
間
違
い
な
く
控
除
す
る
。

三
本
松
和
美
議
員

再
々
問

　
選
定
条
件
は
平
田
イ
ン
タ

ー
に
近
く
、
国
道
49
号
沿
線

で
あ
る
。
ま
た
、
税
控
除
は
、

収
用
法
と
か
の
話
が
あ
る
が
、

当
然
、
県
の
関
係
機
関
に
承

諾
を
得
て
、
県
と
の
協
議
の

中
で
事
業
を
進
め
る
。

産
業
建
設
課
長

再
々
答

三
本
松
和
美
議
員

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
農
地

転
用
・
農
地
取
得
が
令
和
８

年
度
の
１
年
で
対
応
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
農
振

区
域
を
外
す
の
に
時
間
が
か

か
る
例
も
あ
る
。
税
控
除
は
、

土
地
収
用
法
で
、
県
の
認
定

を
受
け
れ
ば
、
税
務
署
は
控

除
を
認
め
る
の
で
、
道
路
以

外
の
関
係
対
象
事
業
は
県
の

再
問

総
務
課
長

　
極
力
、
村
負
担
を
最
小
限

に
抑
え
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
補
助
事
業
等
は
、
国
・

県
の
担
当
者
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
体
制
を
整
え
て

お
き
た
い
。

再
答

企
画
商
工
課
長

　
構
想
規
模
も
決
ま
っ
て
い

な
い
た
め
、
内
諾
を
得
る
こ

と
は
混
乱
を
招
く
。

再
答

　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
開

発
許
可
・
農
地
転
用
・
用
地

取
得
が
令
和
８
年
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
農
地
転
用
に
よ

る
許
可
申
請
だ
け
で
、
村
が

土
地
を
取
得
で
き
る
の
か
。

農
振
区
域
に
該
当
す
れ
ば
時

間
的
に
も
難
し
く
な
る
の
で

は
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
が
道

路
以
外
の
目
的
の
た
め
の
開

三
本
松
和
美
議
員

問

　
農
振
除
外
・
農
転
許
可
の

手
続
き
は
、
当
該
地
が
地
域

計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合

は
、
農
振
除
外
や
農
転
許
可

の
手
続
き
を
行
う
前
に
地
域

計
画
の
変
更
（
除
外
）
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
完
了

す
る
た
め
に
は
、
お
お
む
ね

10
ヵ
月
を
要
す
る
。
従
っ
て
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
の
進

捗
は
十
分
に
可
能
。

　
地
権
者
へ
の
税
控
除
は
、

税
務
署
な
ど
関
係
機
関
と
協

議
の
上
、
地
権
者
が
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

産
業
建
設
課
長

答

　
産
業
建
設
課
長

　
用
地
が
決
定
次
第
、
直
ち

に
許
認
可
手
続
き
の
準
備
を

始
め
る
。
地
権
者
の
説
明
会

と
同
時
に
す
れ
ば
時
間
が
短

縮
で
き
る
。
ま
た
、
農
振
除

外
の
手
続
き
は
お
お
む
ね
６

ヵ
月
と
な
る
。
事
前
に
関
係

者
と
相
談
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

通
り
の
取
り
組
み
は
可
能
。

税
控
除
は
、
税
務
署
な
ど
関

係
機
関
と
協
議
の
上
適
正
に

対
応
す
る
。

再
答

　
財
源
の
内
訳
は
、
国
70
％

～
90
％
、
村
負
担
10
％
～
30

％
だ
が
、
村
の
財
政
状
況
か

ら
ど
う
考
え
る
か
。

三
本
松
和
美
議
員

問　
財
源
負
担
割
合
は
、
議
員

お
質
し
の
と
お
り
。
今
後
、

事
業
内
容
が
決
定
さ
れ
る
の

で
、
計
画
立
案
段
階
か
ら
、

活
用
で
き
る
補
助
事
業
や
起

債
事
業
を
精
査
し
村
負
担
額

を
縮
減
し
て
行
き
た
い
。

　
ま
た
、
補
助
事
業
や
起
債

事
業
の
選
択
は
、
財
政
指
標
、

基
金
積
立
の
状
況
や
将
来
負

担
を
見
極
め
適
切
に
判
断
し

た
い
。

総
務
課
長

答

三
本
松
和
美
議
員

　
村
負
担
が
10
％
に
持
っ
て

い
け
る
可
能
性
は
。

再
問

総
務
課
長

再
々
答

　
当
該
事
業
の
補
助
事
業
や

起
債
事
業
が
決
ま
っ
た
段
階

で
財
源
の
内
訳
、
当
該
事
業

に
係
る
起
債
の
償
還
期
間
等

に
つ
い
て
そ
の
都
度
説
明
す

る
。

　
財
政
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
議
会
に
出
し
て
ほ
し

い
。

三
本
松
和
美
議
員

再
々
問

　
新
た
な
道
の
駅
の
完
成
後
、

現
在
の
道
の
駅
の
利
活
用
は
。

三
本
松
和
美
議
員

問　
地
域
振
興
、
平
田
分
署
の

移
転
候
補
地
と
し
て
、
施
設

の
利
活
用
、
新
た
な
土
地
の

利
活
用
を
含
め
、
庁
内
の
み

な
ら
ず
関
係
機
関
と
の
協
議

も
同
時
進
行
で
検
討
し
た
い
。

企
画
商
工
課
長

答

三
本
松
和
美
議
員

　
今
の
道
の
駅
を
活
か
す
考

え
は
あ
る
か
。

再
問

企
画
商
工
課
長

　
施
設
の
利
活
用
を
含
め
て

検
討
し
た
い
。

再
答

総
務
課
長

　
跡
地
利
用
策
と
し
て
平
田

分
署
の
移
転
候
補
地
と
し
た
。

再
答

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
こ
の
議
案
は
、
保
険
料
の

本
算
定
で
値
上
げ
を
し
た
保

険
料
に
よ
り
変
更
す
る
補
正

予
算
で
す
の
で
、
認
め
ら
れ

な
い
。
反
対
す
る
。

討
　
　
論

討
　
　
論

高
橋
七
重
議
員

反
対
反
対

　
国
民
健
康
保
険
本
算
定
の

保
険
料
は
増
額
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
本
村
の
所
得
水

準
が
低
い
こ
と
、
一
人
当
た

り
の
医
療
分
が
増
加
し
た
こ

と
な
ど
の
要
因
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
よ
っ
て
補
正
予
算

に
賛
成
す
る
。 荒

川
英
義
議
員

賛
成
賛
成

企
画
、
構
想
、
予
算
化
、
事

業
目
的
、
計
画
概
要
等
の
説

明
以
降
、
用
地
交
渉
と
な
り
、

場
所
の
確
定
前
に
内
諾
を
得

る
こ
と
は
現
実
的
に
不
能
。

三
本
松
和
美
議
員

　
地
権
者
説
明
は
、
６
月
中

旬
か
ら
下
旬
で
な
く
、
そ
の

前
に
行
い
内
諾
し
て
も
ら
う

べ
き
と
思
う
。
そ
れ
は
、
平

成
28
年
12
月
議
会
で
道
の
駅

ひ
ら
た
拡
張
工
事
に
関
し
て

地
権
者
の
反
対
が
あ
り
、
修

正
動
議
が
可
決
さ
れ
拡
張
が

で
き
な
く
な
っ
た
。

再
問

発
事
業
。
農
地
を
売
る
地
権

者
へ
の
税
金
控
除
が
求
め
ら

れ
る
が
。

認
定
を
受
け
て
進
め
る
べ
き
。

　
ま
た
、
建
物
に
つ
い
は
、

取
り
壊
す
と
か
、
新
た
な
と

こ
ろ
に
活
用
す
る
協
議
を
し

て
行
き
た
い
。
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